
3 33 Ｒ 7 年度（ R7 ～ R9 ） 6 年度

１　基本事項 ２　事業概要（Plan）

款 項 目 事業２

1 1 03 01 03 001

３　実施結果（Do）

　 ① 事業費 単位：千円

1,242 1,242

ヒアリング
指示事項

※企画調整Ｇ記入
欄

主な年次計画
（取組）

高齢者における交通利便
の確保及び社会参加促進

高齢者における交通利便
の確保及び社会参加促進

高齢者における交通利便
の確保及び社会参加促進

高齢者における交通利便
の確保及び社会参加促進

高齢者における交通利便
の確保及び社会参加促進

積算根拠

2,408 413 163 224

人件費（＠4,300*時間数）

需用費（消耗品費、印刷
製本費）・委託料

需用費（消耗品費、印刷
製本費）・委託料

需用費（消耗品費、印刷
製本費）・委託料

需用費（消耗品費、印刷
製本費）・委託料

需用費（消耗品費、印刷
製本費）・委託料

1,242 1,242 1,242

2,000 2,000 2,000

一般財源 2,298

特
定
財
源

国支出金

その他

町債

道支出金

2,224

決算 決算 決算 決算 予算

事業費

R3（後期1） R4（後期2） R5（後期3） R6（後期4）
事業費の推移

2,298 2,408 2,413 2,163

R7（後期5）

決算・決算見込み・予算・計画 決算・決算見込み・予算・計画 決算・決算見込み・予算・計画 決算・決算見込み・予算・計画 決算・決算見込み・予算・計画

高齢者における交通利便の確保及び社会参加促進
施策項目 9999 その他

H28（前期1） H29（前期2） H30（前期3） R1（前期4） R2（前期5）

対　象
①町内バス利用助成：６５歳以上の高齢者
②町外バス利用助成：７０歳以上の高齢者

政策展開方針
（Ｒ2～Ｒ６）

大項目 9 その他

中項目 9 その他
成果目標

総合戦略 99 その他

厚真町強靭化計画 9999 その他

高齢者福祉・介護の充実

施策項目 63 福祉・介護サービスの充実

復旧・復興計画 99 その他

事業の性質 法令に基づく義務的事業 条例等の有無 有

事業の目的
高齢者の交通の利便を確保し、高齢者の自主的な社会活動参加を助長す
ることを目的とする。

事業１ 性質別経費

事業終了年度 令和 7 年度 町 一般

事業の内容
（手段・方法

等）

１　バス利用助成事業
　①町内バス利用助成：町内区間１回利用につき100円を超えた額を助成
　②町外バス利用助成：定期路線町外区間１ヶ月あたり３往復分の無料又は半
額券を交付
　※無料券：介護保険料段階　１～３段階
　※半額券：介護保険料段階　４～１３段階
２　対象者
　①町内助成：６５歳以上
　②町外助成：７０歳以上
３　町内運行バス会社：あつまバス㈱、道南バス㈱

根拠法令・例規計画等 ①厚真町高齢者バス助成事業実施要綱(平成3年訓令第6号)

総合計画

基本目標 2 健やかで安心なあつま

基本施策 6

事業区分
事業開始年度 平成 28 年度 事業主体 会計区分

予算科目

0375

第４次厚真町総合計画　実施計画シート

事業名 高齢者バス利用助成事業
担当課 担当グループ 作成者（職・氏名） 実施計画年度（期間） 事業評価対象年度

住民課 福祉グループ 主事・曽根　良介 Ｒ



② 実績・成果

単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

４　事業の評価（Check） ５　今後の方向性・課題・改善提案等（Ａction)

※評価結果は、A：妥当である　B：概ね妥当である　C：あまり妥当でない　D：妥当でない　で評価する

６　内部評価（本欄は、内部評価委員会で使用するため事業担当課は入力しないでください。）

７　外部評価（本欄は、外部評価委員会で使用するため事業担当課は入力しないでください。） ８　外部評価に対する町の考え方

Ｒ 8 年 1 月 27 日 Ｒ 8 年 3 月 18 日拡大 回答年月日

付帯意見
（全体意見）

〇利用率は5割程度で推移しているが、必要な高齢者が適切に利用できる環境整備が重要である。
〇高齢者の外出支援と社会参加促進において重要な役割を果たしている事業である。
〇令和8年度からのお出かけパス導入により、バス・タクシー・デマンドバスを一体的に利用でき
　る仕組みづくりが期待される。
〇利用実態の把握と効果測定のため、データ分析を強化することが必要である。
▶以上から、予算を現状維持とし、サービス・方向性を拡大のうえ事業を継続することが望まし
　い。

〇令和８年度からはおでかけパス導入により、必要な高齢者が適切に利用できるような仕組
　みや環境を整え、支援が必要な方が困らないようにしてまいります。
〇おでかけパスの利用方法については、広報やイベントと腕の説明会など町民への周知を強
　化してまいります。

その他意見
（個別意見）

〇路線バスとデマンドバスを組み合わせた効果的な利用方法について、町民への周知を強化する
　ことが望ましい。
〇介護予防事業や入浴券との組み合わせなど、他事業との連携強化が期待される。
〇利用率の数値目標ではなく、真に支援が必要な高齢者への到達度を評価する指標の検討が望ま
　しい。

評価実施年月日 予算 継続（現状維持） サービス 継続（拡大） 方向性

※予算・サービスは「継続（拡大・現状維持・縮小）」および「終了」から、方向性は「拡大」「現状維
持」「縮小」「終了」から選択する。

予算 継続（現状維持） サービス 継続（現状維持） 方向性 現状維持 意見

町内には官民の様々な交通モードやサービスが展開されているので、それらと組み合わせてサービス向上を図る必
要がある。サービス向上が図られる一方で、受益者負担の観点で金額の妥当性についても検証する時期にきている
のではないか。

有効性
期待された成果が得
られたか？

Ｂ
配布者数に対する使用者数の割合が5割程度にとどまっており、有効性は
やや低い。

課題および
改善提案

利用者が固定化されてきており、交付枚数全てを使う方は限られている。
交付方法も含め利用者や利用枚数が増えるような取り組みが必要。
また、次年度より路線バス以外の交通モードの利用や、他の外出支援を含めた
利益性の拡充など事業の見直しを行う予定。

効率性
コスト面からみた費
用対効果は適正か？

Ａ
定期的な買い物や通院の際に必要となるバス代金の支援であり、使用実績
に応じて精算しているため費用対効果は適正である。

サービス 継続（現状維持） 方向性 現状維持

妥当性
実施主体・目的・対
象・手段等は公平か
つ妥当か？

Ａ
高齢者の自主的な社会参加を目的としており、高齢者の外出のためにバス
の必要性は高くバス代の負担軽減を図る事業であるため妥当である。

理由
本事業により高齢者の定期的な外出意欲が高まり、社会参加ができている。高
齢者の社会参加を維持することで、認知症や要介護化予防にも繋がる。

評価項目 評価の視点 評価結果 説　　明 予算 継続（現状維持）

43 53 53 51 50 0

343 310

実　績 186 176 190 189 146 184 190

360 378 340 346 361 356

180 170

※数値化できない活動内容や指標の変更等について記載する

想定対象者数計算方法
第一号被保険者　1,600人
65歳以上の非認定者割合　78％
高齢者の非運転者割合　37％
1600人 × 0.78 × 0.37 =461.76人≒460人

主
な
成
果
指
標

バス券使用者人数・割合
（使用者数／配布者数）

目　標 349 370

※数値化できない成果や指標の変更等について記載する

達成度 53 48 53 50

主
な
活
動
指
標

達成度 76 80 78 82 74 75 78 77 75 0

バス券配布人数・割合
（申請者数／想定対象者数）

目　標 460 460

指　標　名　称　（　前　期　）

460 460

実　績 349 370 360 378 340 346 361

460 460 460 460 460 460

356 343

R3（後期1） R4（後期2） R5（後期3） R6（後期4） R7（後期5）

数量 数量 数量 数量 数量

H28（前期1） H29（前期2） H30（前期3） R1（前期4） R2（前期5）

数量 数量 数量 数量 数量


